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協
議
委
員
会
は
今 

１
０
月
と
１
１
月
の
定
例
協
議

委
員
会
で
の
検
討
内
容
や
報
告
・
実

施
事
項
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

地
租
割･

協
力
金
等
徴
収
準
備 

② 

総
会
の
準
備 

③ 

秋
祭
り
の
ふ
り
返
り 

④ 

防
犯
灯
を
３
ヶ
所
〔
元
登
記
所
前
、

高
藤
稲
荷
前
と
そ
の
西
角
〕
に
新
設 

⑤ 

歩
道
橋
下
の
上
井
に
か
か
る
鉄

板
補
強
を
町
に
要
請 

⑥ 
1
0
/28

協
議
委
員
で
雲
津
川
清
掃 

⑦ 
1
1
/6

 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
葉
牡

丹
に
植
え
替
え
（
環
境
担
当
） 

 

次
年
度
へ
の
継
続
検
討
事
項 

① 

公
平
感
の
あ
る
町
内
入
り
規
定 

② 

公
民
館
下
排
水
の
つ
な
ぎ
込
み 

③ 

防
犯
グ
ル
ー
プ
の
組
織
づ
く
り 

④ 

防
災
機
器
の
点
検
・
管
理 

 

お
知
ら
せ 

★
新
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て 

 

先
の
行
政
懇
談
会
や
広
報
ふ
く

さ
き
で
も
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
平
成
２
０
年
１
月
か
ら
従
来

の
「
可
燃
ご
み
」
か
ら
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と
「
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
」
を
さ
ら
に
分
別
し
て
、

再
資
源
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
分
別
は
二
酸
化
炭
素
排

出
削
減
に
も
直
結
す
る
施
策
で
す
。 

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
早
速

始
め
ま
し
ょ
う
。 

        

宮
当
番[

７
隣
保]

よ
り 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
１
月
１
日
・
２
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
１
０
日
（
祝
） 

 

冬
え
び
す 

（
鈴
の
森･

恵
美
須
神
社
） 

◆
１
月
１
４
日
（
月
） 

 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

 

事
業
報
告 

◆
９
月
３
０
日
（
日
） 

道
普
請 

 

少
雨
決
行
。
秋
祭
り
に
向
け
て
の

準
備
が
整
っ
た
。
午
後
に
予
定
さ
れ

て
い
た
「
肩
合
わ
せ
」
は
中
止
に
。 

◆
１
０
月
６
日
（
土
）
７
日
（
日
） 

秋
祭
り 

       

田
原
地
区
最
大
の
年
中
行
事
。
秋

晴
れ
の
下
、
お
ら
が
屋
台
と
そ
の
練

り
を
誇
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ

ろ
う
か
。
食
事
準
備
は
田
原
一
。
今

年
も
多
く
の
縁
の
下
の
力
持
ち
に

支
え
ら
れ
た
秋
祭
り
で
あ
っ
た
。
感

謝
。
な
お
、
暫
定
的
に
認
め
ら
れ
た

「
ま
わ
し
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
２

０
年
度
初
総
会
で
そ
の
賛
否
を
問

い
、
区
民
の
総
意
を
確
認
予
定
。
こ

ぞ
っ
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

      

 

◆
１
０
月
２
７
日
（
土
） 

銀
の
馬
車
道
ウ
オ
ー
ク  

＆  

も
ち
む
ぎ
ま
つ
り 

辻
川
界
隈
ま
ち
づ
く
り
交
流
会

や
も
ち
麦
生
産
組
合
が
主
催
し
、
家

族
連
れ
な
ど
約
二
千
人
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
辻
川
区
も
小
学
校
子
供
会
が

バ
ザ
ー
で
、
協
議
委
員
が
交
通
整
理

や
神
積
寺
で
の
接
待
等
で
参
加
。
辻

川
商
工
部
会
は
ラ
ベ
ル
一
新
の
「
鈴

の
露
」
と
絵
馬
を
販
売
し
た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

の
活
躍
も
あ
っ
た
。
な
お
、
「
鈴
の

露
」
は
区
内
の
酒
販
店
で
販
売
中
。 

        

◆
１
０
月
３
１
日
（
水
） 

銀
の
馬
車
道
劇
団
旗
揚
げ
公
演 

地
元
田
原
の
小
学
生
や
喜
劇
俳

優
の
渋
谷
天
外
さ
ん
た
ち
に
混
じ

り
、
辻
川
か
ら
は
鈴
木
惇
平
君
・
健

太
君
（
５
年
）

兄
弟
、
堀
節
子
さ
ん
・

綾
奈
さ
ん
（
３
年
）・
奈
那
美
ち
ゃ
ん
（
４

歳
）

親
子
、
田
中
純
美
さ
ん
が
キ
ャ

ス
ト
や
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演

し
た
。
時
に
は
笑
い
や
涙
を
誘
い
、

六
百
人
の
観
客
を
魅
了
し
た
。 

         

《 

当
面
の
予
定 

》 

１
月
１
３
日
（
日
） 

平
成
２
０
年
度
総
会 

 

各
種
団
体 

活
動
紹
介 

最
近
の
活
動
状
況
や
役
員
の
思
い 

★
老
人
会 

 

会
長
の
植
田
登
さ
ん
に
伺
っ
た
。 

六
十
五
歳
以
上
百
一
歳
ま
で
の

会
員
約
１
９
０
名
で
構
成
。
辻
川
で

は
最
も
大
所
帯
の
団
体
で
あ
り
、
３

ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
る
も
の
の
活
動

は
一
緒
に
。
健
康
面
で
は
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
奉
仕
面
で
は
清
掃
活
動
や

独
居
老
人
訪
問
や
老
人
ホ
ー
ム
慰

問
な
ど
。
小
学
生
と
の
鈴
の
森
神
社

清
掃
に
は
例
年
五
十
余
名
の
会
員

が
参
加
し
、
生
活
の
知
恵
を
伝
授
。

葬
儀
の
際
の
祭
壇
組
立
・
撤
収
は
同

会
役
員
が
つ
か
さ
ど
る
。
「
地
域
で

は
大
き
な
位
置
を
占
め
責
任
も
重

い
が
理
解
が
希
薄
。
老
人
会
に
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
は
植
田
さ
ん
。

辻
川
の
文
化
を
後
世
に
つ
な
ぐ
。 

★
商
工
部
会 

 

会
長
の
駒
田
富
男
さ
ん
、
副
会
長

の
松
岡
豊
さ
ん
・
松
岡
一
義
さ
ん
に

伺
っ
た
。
辻
川
で
は
「
に
ぎ
や
か
し
」

の
中
心
団
体
。
辻
川
区
が
元
気
に
な

れ
ば
と
、
鈴
の
森
神
社
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
絵
馬

掛
け
も
同
部
会
の
作
。
６
３
名
の
会

員
を
擁
し
、
民
俗
学
の
夕
べ
、
銀
の 

 

馬
車
道
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
、
産
業

祭
、
観
月
会
等
に
参
画
す
る
。
対

外
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
辻
川
広

報
の
役
割
を
担
う
。
平
成
９
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
民
俗
学
の
夕
べ
」

は
同
部
会
が
「
山
桃
忌
」
の
前
夜

祭
と
し
て
音
頭
を
取
っ
た
。
鈴
の

森
神
社
の
参
拝
者
数
の
推
移
が

気
に
か
か
る
。 
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今
年
度
ふ
り
返
り
と 

新
年
度
へ
の
想
い 

 
 

区
長  

釜
坂 

道
弘 

 

今
年
も
、
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
年
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
辻
川

区
も
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
大
勢
の
人
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

 

真
夏
の
辻
川
界
隈
展
と
民
俗
学
の
夕
べ
で

は
、
三
木
家
住
宅
で
の
講
演
会
と
写
真
展
が
新

た
に
加
わ
り
盛
況
で
し
た
。
秋
祭
り
に
は
暫
定

で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
ま
わ
し
の
着
用
を

許
可
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
の
総
会
で
皆
様
の
総
意
で
今
後
ど
う
す
る
か

を
決
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
銀
の
馬
車
道
ウ

ォ
ー
ク
と
も
ち
む
ぎ
祭
り
で
は
、
商
工
部
会
が

ラ
ベ
ル
も
新
た
に
清
酒
「
鈴
の
露
」
と
絵
馬
の

販
売
を
開
始
し
、
訪
れ
た
方
々
に
辻
川
の
お
土

産
が
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
続

い
て
行
わ
れ
た
人
情
喜
劇
「
銀
の
馬
車
道
」
で

は
、
演
劇
活
動
を
支
援
し
多
く
の
方
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
辻
川
ら

し
さ
」
が
発
揮
で
き
た
事
業
と
思
い
ま
す
。 

 

来
年
度
も
多
く
の
方
々
と
の
連
携
を
保
ち
な

が
ら
、「
す
ば
ら
し
い
辻
川
」
づ
く
り
に
頑
張
る

所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                   

10/6 17:30 吉田の 

コスモス畑をゆく 

10/6 16:40 八反田の

八坂神社宮前近くで 

10/6  13:40 

 鈴の森神社宮出 

初点灯 

10/6 18:40 役場前で初点灯 

10/7  7:40  

屋台倉前で鏡開き 

10/7 14:30 熊野神社宮入 

田尻の氏神、塞神社へ 
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辻
川
歴
史
ス
ポ
ッ
ト 

神
社
と
お
堂 

■ 
鈴
の
森
神
社 

         

瓊
瓊

に

に

杵ぎ
の

尊
み
こ
と

・
天
児

あ
ま
の
こ

屋
根

や

ね

の

尊
み
こ
と 

太ふ
と

玉
た
ま
の

尊
み
こ
と

・
大
山
積
（
祇
）

お

お

や

ま

づ

み

の

尊
み
こ
と 

を
祭
神
と
し
、
鈴
（
す
す
：
清
ら
か
な

聖
地
の
意
味
）
の
森
に
造
ら
れ
た
と
の

こ
と
。
播
磨
風
土
記
に
「
神
々
が
集

ま
り
た
も
う
た
」
と
あ
る
そ
う
だ
。

四
柱
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
神
社
は

少
な
い
。
大
山
積
尊
は
後
の
合
祀
の

よ
う
だ
。
本 

殿
正
面
に
右 

大
臣
・
左
大 

臣
を
従
え
る
。 

       

明
治
三
十
六
年
に
建
立
さ
れ
た

拝
殿
は
、
大
正
九
年
に
改
築
さ
れ
た
。

こ
の
改
築
等
に
際
し
辻
川
・
井
ノ
口

間
に
も
め
ご
と
が
生
じ
た
。
時
の
田

原
村
長
の
仲
裁
に
よ
る
覚
書
が
役

場
に
残
る
。 

■ 

鈴
の
森
神
社
境
内
内
社 

恵
美
須
（
え
び
す
）

神
社 

本
殿
西
の
高
台
に
位
置
し
、
七
福

神
の
一
つ
で
あ
る
恵
比
寿
（
戎
）
を

祀
る
。
海
上
・
漁
業
の
神
、
商
売
繁

盛
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
。
か
つ

て
は
今
の
屋
台
倉
付
近
に
あ
っ
た 

 
 

 
 

そ
う
だ 

が
焼
失
。 

今
の
地 

に
再
築 

さ
れ
た
。 

歴
史
は 

古
い
。 

愛
宕
（
あ
た
ご
）

神
社 

本
殿
北
西
の
最
も
高
台
に
位
置

す
る
。
雷
神
を
祀
り
、
防
火
の
守
護

神
。
一
般
に
山
の
頂
付
近
に
あ
る
こ

と
が
多
い
。
明
治
６
年
の
絵
図
で
は 

今
の
「
も
み
じ
回
廊
」
の
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
付
近
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

       

山
口
堂
と
そ
の
西
の
お
堂 

鈴
の
森
神
社
境
内
東
端
に
あ
る
。

元
山
の
口
神
社
（
現
在
薬
師
堂
、
俗

称
山
口
堂
）
に
祭
ら
れ
て
い
る
山
之

口
大
明
神
は
、
１
７
３
７
年
の
村
明

細
帳
に
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
そ

う
だ
が
、
堂
の
名
板
に
は
寛
延
庚
午

[

か
の
え
う
ま]

（1
7
5

1

年)

創
建
と
あ
る
。

山
口
堂
の
主
祭
神
は
山
口
大
明
神

な
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
立
派
な
薬

師
如
来 

が
中
央 

に
据
え 

ら
れ
お 

り
、
左 

に
山
口 

明
神
、 

右
に
大 

日
如
来
が
座
す
。
明
治
４
０
年
に
合

祀
さ
れ
た
と
看
板
に
は
あ
る
。
明
治

６
年
の
絵
図
に
は
こ
の
地
に
薬
師

堂
、
今
の
屋
台
倉
の
地
に
山
ノ
口
社

（
山
ノ
口
明
神
）
が
見
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
堂
の
西
隣
に
は
大
日

堂
と
よ
ば
れ
る
ふ
た
間
に
仕
切
ら

れ
た
お
堂
が
あ
り
、
右
に
は
牛
が
多

く
飼
育
さ
れ
た
時
代
に
信
仰
が
厚

か
っ
た
大
日
如
来
（
真
言
密
教
の
教

主
）
の
石
刻
（
慶
長[1

6
0
0

年
頃]

の
年
号

が
刻
ま
れ
て
い
る
と
聞
く
が
肉
眼
で
は
定
か

で
な
い
）
、
左
に
は
不
定
形
の
石
（
淡

島
明
神
と
伝
え
ら
れ
、
婦
人
病
に
効

験
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
昔
は
腰
巻

が
多
く 

奉
納
さ 

れ
て
い 

た
と
の 

こ
と
） 

が
祭
ら 

れ
て
い 

る
。 

 

■ 

そ
の
他
の 

お
堂
や
神
社 

有
井
堂 

薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
、
古
代
か

ら
旅
人
の
休
泊
施
設
と
な
っ
て
い

た
。「
峯
相
記
（
１
３
４
８
年
）
」
に

は
こ
の
お
堂
に
一
宿
し
た
慶
芳
上

人
が
夢
見
に
、
妙
徳
山
神
積
寺
建
立

の
お
告
げ
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
。

お
堂
脇
の
井
戸
は
投
げ
込
ま
れ
た

石
で
か
な
り
埋
ま
っ
て
は
い
る
が

空
井
戸
で 

は
な
い
。 

歴
史
的
に 

見
れ
ば
、 

辻
川
で
は 

最
も
古
い 

お
堂
の
一 

つ
で
あ
ろ
う
。 

地
蔵
堂 

 

堰
溝
（
ゆ
み
ぞ
）
の
脇
に
あ
り
、

地
蔵
菩
薩
を
祀
る
。
地
蔵
盆
に
つ
い

て
柳
田
國
男
さ
ん
は
、 

「
堂
の
前
に
筵
（
む
し
ろ
）

を
敷
き
て

老
若
集
り
、
か
ん
か
ん
と
鉦
を
叩
き

小
豆
の
飯
の
握
り
飯
を
食
べ
る
。
平

袖
後
紐
の
我
々
は
地
蔵
さ
ん
が
右

の
手
（
実
際
は
左
手
：
國
男
さ
ん
の
勘
違
い

か
？
）
に
持
っ
て
御
座
る
三
角
な
物

も
や
は
り
握
飯
の
類
か
な
ど
と
思

っ
て
居
た
。
」
〔
「
地
蔵
殿
の
苗
字
」

柳
田
國
男
〕
と
記
し
て
い
る
。 

地
蔵
菩
薩
は
左
手
に
宝
珠
、
右
手

に
錫
杖
（
し
ゃ
く
じ
ょ
う
）

を
持
ち
、
地
蔵

菩
薩
の
縁
日
で
あ
る
８
月
２
３
・
２

４
日
（
旧
暦
７
月
２
４
日
）
に
地
蔵

盆
が
行
わ
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
は
道
祖

神
、
庚
申
（
こ
う
し
ん
）

信
仰
な
ど
と
結

合
し
、『
観
音
』（
観
世
音
菩
薩
：
三

十
三
の
化
身
を
も
つ[

西
国
三
十
三

所
の
観
音
霊
場
は
そ
の
例]

）
と
並

ん
で
民
間
に
広
く
信
仰
さ
れ
た
。 

 

今
の 

地
蔵
堂 

は
昭
和 

２
６
年 

に
建
立 

さ
れ
た 

も
の
で
、 

旧
の
お
堂
は
移
築
さ
れ
、
今
は
鈴
の

森
神
社
境
内
内
社
の
大
日
堂
に
な

っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

地
蔵
の
台
座
に
は
元
文
２
年

（1
7
3

7
年)
の
刻
印
が
あ
る
。
南
に

立
つ
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
石
碑
に

は
文
政
八[

乙
酉(
き
の
と
と
り)]

（1
8
2
5

年
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

高
藤
稲
荷
（
い
な
り
）

神
社 

神
社
名
の
由
来
で
も
あ
る
大
き

な
藤
が
あ
る
。
狐
（
き
つ
ね
）
を
使
者

と
し
、
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
庶
民

の
信
仰
を
集
め
る
。
も
と
は
農
耕
の

神
。
毎
年
２
月
初
め
の
午
（
う
ま
）

の
日
に
行
わ
れ
る
稲
荷
の
祭
礼
〔
初

午
〕
に
は
、
神
前
に
油
揚
げ
を
供
え
、

油
揚
げ
と
菜
を
食
べ
る
風
習
が
あ

る
。
辻
川
で
は
初
午
に
、
小
豆
の
お

に
ぎ
り
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
福
引
が
行

わ
れ
る
。
狭
い
境
内
で
は
子
供
相
撲

が
奉
納
さ
れ
る
。
厄
払
い
の
鳥
居
が

奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

       

『
福
崎
町
史
』
第
一
巻
参
照
。
伊
藤
源

五
さ
ん
に
も
ご
教
示
を
受
け
ま
し
た
。 

 

『
山
崎
断
層
と
地
震
』 

第
４
回 

山
崎
断
層
の
危
険
性 

□
、84/5/30 

午
前
９
時
３
９
分 

 

安
富
町
の
植
木
野
～
三
坂
付
近
を
震

央
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド5

.
6

の
中

（
規
模
）
地
震
が
発
生
し
た
。
震
源
の

深
さ
は1

7
k
m

余
り
。
暮
坂
峠
断
層
の

一
部
が
約1

0
k
m

に
わ
た
っ
て
動
き
、

破
壊
さ
れ
た
。
わ
ず
か
４
時
間
ほ
ど
の

間
に
か
な
り
激
し
い
余
震
が
十
回
程
度

発
生
し
、
特
に
本
震
の
３
時
間
後
に
は

震
度
４
を
再
び
記
録
し
た
。 

□ 

山
崎
断
層
系
の
活
動
の
歴
史 

 
1
9
79

年
と

1
99
6

年
、
安
富
町
で
掘

削
調
査
が
行
わ
れ
、
山
崎
断
層
の
活
動

履
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
福
崎
に
最
も
関
係
が
深
い
安
富

断
層
は

2
4
,0
00

年
前
以
降
５
回
以
上

の
活
動
が
あ
り
、
古
文
書
に
記
さ
れ
た

8
6
8

年
（
平
安
時
代
）
の
播
磨
の
大
地

震
（
Ｍ
７
以
上
）
も
こ
の
断
層
が
震
源

断
層
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
活
動

周
期
は
千
数
百
年
～
二
千
数
百
年
と
の

こ
と
。
た
だ
し
、
山
崎
断
層
系
の
部
分

断
層
は
６
つ
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
が
動

く
周
期
は
さ
ら
に
短
く
な
る
。
あ
る
研

究
者
は
、
山
崎
断
層
系
全
体
で
は
Ｍ
５

規
模
は
約
十
年
周
期
、
Ｍ
６
規
模
は
約

百
年
周
期
、
Ｍ
７
規
模
は
約
千
年
周
期

で
発
生
す
る
と
し
て
い
る
。 

□ 

福
崎
で
予
想
さ
れ
る
地
震
被
害 

 
1
9
98

年
、
兵
庫
県
は
県
内
市
町
別
地

震
被
害
予
測
を
発
表
し
た
。
山
崎
断
層

系
の
最
大
Ｍ
を7

.
7

と
想
定
（
主
部
北

西
部5

0
k
m

が
同
時
に
動
く
と
）
し
、

福
崎
町
で
の
最
大
震
度
は
７
、
住
民
の

半
数
か
そ
れ
以
上
が
家
を
失
う
と
し
た
。

西
播
磨
全
域
で
は
死
者
が
約2

,
700

人

な
ど
の
被
害
が
出
る
と
予
測
［2

0
07

年

1
1

月
発
表
の
国
の
被
害
想
定
で
は
最
大

Ｍ
を8

.0

（
主
部
全
体80

k
m

が
動
く
）

と
し
、
県
内
で7

,
50
0

人
が
死
亡
と
し

た
。
共
に
冬
の
午
前
５
時
頃
を
想
定
］
。 

 

ま
た
、
海
溝
型
地
震
で
あ
る
南
海
地

震
・
東
南
海
地
震
も
心
配
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
想
定
規
模
はM

8
.4

とM
8
.
1

。

過
去
に
は
相
前
後
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
周
期
か
ら

考
え
て
、2

1

世
紀
前
半
に
発
生
す
る
可

能
性
が
高
い
。
福
崎
で
も
震
度
４
～
５

程
度
の
長
い
周
期
の
強
い
揺
れ
が
１
～

２
分
に
わ
た
っ
て
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

［
田
﨑
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
後
記
と
お
尋
ね 

「
辻
川
だ
よ
り
」
を
何
と
か
一
年
間
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
」
と
の
声
に
支
え
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
鈴
の
森
神
社
の
保
存
樹
や
ま
も

も
が
立
つ
一
画
は
玉
垣
で
囲
わ
れ
、
ど

う
み
て
も
昔
の
お
社
の
址
（
あ
と
）
と
し
か

見
え
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
社
が
建
っ
て
い

た
か
、
ご
存
知
の
方
は
教
え
て
下
さ
い
。 

右大臣→ 

左大臣↑ 


